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著作権
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の商標であり、世界各地の多数の法域で登録されています。その他すべての商標は、個々の商標権者に帰属します。

著作権および商標: 著作権と商標情報の詳細については、www.zebra.com/copyright でご確認ください。
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使用の条件

所有権の表明
本書には、Zebra Technologies Corporation およびその子会社 (「Zebra Technologies」) に所有権が属している情報が含
まれています。本書は、本書に記載されている機器の操作および保守を行うユーザーに限り、情報の閲覧とその利用を認
めています。当社に所有権が属している当該情報に関しては、Zebra Technologies の書面による明示的な許可がない限
り、他の目的で利用、複製、または第三者への開示を行うことは認められません。

製品の改善
Zebra Technologies は、会社の方針として、製品の継続的な改善を行っています。すべての仕様や設計は、予告なしに
変更される場合があります。

免責条項
Zebra Technologies は、一定の手続きを通じて、公開したエンジニアリングの仕様とマニュアルが適正であることを確
認しています。ただし、誤りが発生する可能性は皆無ではありません。Zebra Technologies では、このような誤りが発
見された場合にそれを修正し、その誤りから生じる責任を放棄する権利を有しています。

責任の限定
業務の逸失利益、業務の中断、業務情報の損失などを含めて、またはこれらに限定することなく、当該製品の使用、使用
の結果、またはその使用不能により派生した損害に関しては、いかなる場合でも、Zebra Technologies、または同梱製品 
(ハードウェアおよびソフトウェアを含む) の開発、製造、または納入に関与したあらゆる当事者は、損害賠償責任を一切
負わないものとします。さらにこれらの損害の可能性を事前に指摘されていた場合でも、損害賠償責任を一切負わないも
のとします。法域によっては、付随的損害または派生的損害に関する責任の除外または限定を認めていない場合がありま
す。その場合、お客様には上記の限定または除外は適用されません。
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はじめに
Zebra Technologies の組み込みローカル ライセンス サーバーは、ノード ロックされたサイト全体のライセンスをサポー
トするためのオンプレミスサーバーとして機能します。ライセンス サーバーは、顧客企業内のライセンスを管理し、ライ
センスの使用状況をバック オフィスに報告し、対象ライセンスのステータス情報を提供するように設計されています。

このガイドでは、Zebra Technologies の組み込みローカル ライセンス サーバーを管理する方法について説明します。

連絡先
このプレゼンテーションに関するお問い合わせは、ZebraSWLicensingTeam@zebra.com に送信してください。

注 このガイドで示している画面とウィンドウの図は、例として示しているものであり、実際の画面と
異なることがあります。
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ご使用の前に

ローカル ライセンス サーバーの要件

ハードウェア要件
ライセンス サーバーの最小ハードウェア要件:

• ハード ドライブ: 500MB
• RAM: 4GB
• CPU: 2GHz、2 コア。

サポートされるプラットフォーム
埋め込みローカル ライセンス サーバーは、次のプラットフォームでサポートされています。

• Windows* x86/x86-64 (.NET Framework 4.5 以降が必要)

サポートされるブラウザ
ライセンス サーバー マネージャ UI は、以下のブラウザをサポートしています。

• Mozilla Firefox バージョン 43 以降
• Google Chrome バージョン 47 以降
• Microsoft Internet Explorer のバージョン 10 以降。

Java の前提条件
次に、組み込みローカル ライセンス サーバーがインストールされているマシンの Java の前提条件を示します。

• Oracle JRE 1.8 または OpenJDK 1.8
• デフォルトの JDK (または JRE) インストールのパスに設定されているシステム上の JAVA_HOME (または 

JRE_HOME) 環境変数。

ライセンス サーバー マネージャの要件
ライセンス サーバー マネージャには、Apache Tomcat のインストールが必要です。サポートされるバージョンには以下
が含まれます。

• 7x (7.0.53 以降)
• 8x (8.5.x では、8.5.16 以降にする必要があります)。

DNS 構成要件
ライセンス管理 (アクティブ/リターン) のためにデバイスが使用するローカル ライセンス サーバー (LLS) URL のエンド
ポイントは一定である必要があり、LLS のセットアップおよび実行後は変更しないでください。

デフォルトでは、LLS で公開されている URL は、http://10.80.204.154:7070/request の形式で、10.80.204.154 は LLS が
動作しているシステムの IP アドレスです。

システムの IP は、ネットワーク構成に応じて変更できるため、DNS サーバーをセットアップすることをお勧めします。

注: ライセンス サーバーには、JRE コンポーネントのみが必要です。JRE がデフォルトの Java インストールである
場合は、JRE_HOME 環境変数を設定します。JDK がデフォルトの Java インストールである場合は、JAVA_HOME を設
定します。 
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したがって、DNS セットアップの URL 形式は、http://llicenseserver.zebra.com:7070/request のようになります。

接続の詳細
ローカル ライセンス サーバーは、クラウド (https://zebra-licensing.flexnetoperations.com) からライセンスを取得し、
ポート 443 が通信用に開いています。

パッケージのダウンロード
Zebra Technologies の組み込みローカル ライセンス サーバー ソフトウェア パッケージは、zebra.com の Web サイトの 
[Support & Downloads] (サポートとダウンロード) セクションからダウンロードできる実行可能ファイルとして提供され
ています。ソフトウェア パッケージは、32 ビットと 64 ビットの両方のアーキテクチャをサポートしています。

• Windows: zebra_lls_installer_x.y.exe

ローカル ライセンス サーバーでの管理者業務の概要
次の表に、ライセンス サーバー管理者として LLS で実行する基本的なタスクをまとめます。

表 1    LLS の概要
フェーズ タスク 説明

1 ローカル ライセンス サーバー コンポーネントの
ラップ解除

Zebra 提供の実行可能ファイルは、システムのローカル ライ
センス サーバーとローカル ライセンス サーバー マネージャ
に必要なファイルをロードします。

2 ローカル ライセンス サーバーの構成 ライセンス サーバーをインストールする前に、ライセンス 
サーバーが動作するローカル環境を定義する設定を構成する
ことができます。(これらの設定は、インストール後にいつで
も編集することができます。)

3 ローカル ライセンス サーバーの登録 エンド ユーザー ライセンス ポータルにサーバーをデバイス
として登録します。

4 ライセンス サーバー マネージャの使用準備 Zebra Technologies では、ライセンス サーバー マネージャを
ライセンス サーバーの管理用ツールとして提供しています。
この場合、このツールを起動する前に、Apache Tomcat 
サーバーがインストールされている必要があり、追加の構成
手順を実行する必要があります。

5 ローカル ライセンス サーバーの起動 このフェーズでは、Zebra ローカル ライセンス サーバーを
サービスとしてインストールし、起動します。

6 ライセンス サーバー マネージャの起動 プロデューサーがライセンス サーバーに提供する管理者ツー
ルを使用して、サーバーとその操作を管理、監視できます。

7 ライセンス サーバーでのライセンスの取得 購入した製品ライセンスのセットによりライセンス製品を実
行しているクライアント デバイスにライセンスを配布する前
に、購入した製品ライセンスのセットをライセンス サーバー
上で取得する必要があります。ライセンスは、エンド ユー
ザー ポータルから、または [Offline Server Updates] (オフラ
イン サーバーの更新) ビューから割り当てることができます。

-- ローカル ライセンス サーバーのアンインストール さまざまな理由から、LLS をアンインストールする必要があ
る場合があります。
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ローカル ライセンス サーバー コンポーネントのラップ解除
Zebra Technologies によって提供されている実行可能ファイルを実行すると、ローカル ライセンス サーバーに必要な
コンポーネントがラップ解除され、[Program Files] フォルダに格納されます。

デフォルトの場所は次のドライブです。\Program Files (x86)\ Zebra Local License Server。

Zebra ローカル ライセンス サーバーでは、次のフォルダを使用できます。

• add ons
• lib
• server
• ui

add ons フォルダには、以下の 2 つのコンポーネント用の実行可能ファイルがあります。

Java ランタイム環境 (JRE)
LLS では、Java ランタイム環境コンポーネントがシステムにインストールされている必要があります。インストールさ
れていない場合は、Oracle JRE 1.8 または OpenJDK 1.8 オンライン (Java バージョン 8 が必要です) をダウンロード
します。Windows システムでは、このフォルダ内にある実行可能ファイルを使用します (32 ビットと 64 ビット バー
ジョンの両方が提供されています)。または、コマンド ラインを使用して、ダウンロードし、インストールします。

Windows システムに JRE をインストールした後、Java パスを環境変数の 2 箇所に設定します。[Computer] (コンピュー
タ)、[Properties] (プロパティ )、[Advanced System Settings] (詳細システム設定) の順に移動します。

• ユーザー変数: 変数名 = JRE_HOME、変数値 = C:\Program Files\Java\jre1.8.0_151 の新しいユーザー変数を作成し
ます。

• システム変数: C:\Program Files\Java\jre1.8.0_151\bin; を変数名 Path に追加します。既存の値を上書きしないでく
ださい。既存の値に追加します。

注: 上記の値は、JRE が C:\Program Files にインストールされていることを前提としています。他のディレクトリに
インストールされている場合は、それに従ってパスを更新してください。
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図 1    システム プロパティ

Apache TomCat
ライセンス サーバー マネージャを使用するには、Apache TomCat をシステムにインストールする必要があります。
インストールされていない場合は、最新バージョンをオンラインでダウンロードするか、add ons フォルダにある実行
可能ファイルを使用してインストールします。

Windows に Apache TomCat をインストールした後、flsm.war ファイルを ui フォルダからパス C:\Program Files\Apache 
Software Foundation\Tomcat 8.5\webapps にコピーします。

上記の値は、JRE が C:\Program Files にインストールされていることを前提としています。他のディレクトリにインス
トールされている場合は、それに従ってパスを更新してください。
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ローカル ライセンス サーバーの構成

テキスト エディタで zebrals.settings ファイル (server ディレクトリにある) を開き、ローカル環境情報で更新します。
または、ファイルをそのままにしてデフォルト設定を受け入れます。たとえば、JAVA_HOME の値を変更するか、
コメントを解除して、ポート設定の値を指定します。いずれかの設定を更新する場合、次のルールが適用されます。

• スペースを使用する設定値は、引用符で囲む必要があります。
• 設定構文で等号 (=) の前または後にスペースを挿入しないでください (たとえば、PORT=7071)。

Windows でのホスト ID の識別
ホスト ID は LLS の識別子です。サーバーを起動する前に、ホスト ID が正しいことを確認してください。

注: すべての設定にはデフォルト値が設定されていて、ACTIVE_HOSTID を除き、必要がない限り、値を変更する
必要はありません。正しい HOSTID を識別するには、このセクションの末尾を参照してください。

表 2    zebrals.settings ファイルでの構成

設定 説明

ZEBRAJAR 埋め込みローカル ライセンス サーバー用の Java 実行可能ファイル。

PUBSETTINGS Zebra Technologies によって生成されるライセンス サーバー構成ファイル。

JAVA_HOME (または 
JRE_HOME)

LLS が使用する JDK または JRE インストールのパス。Zebra LLS 実行可能ファイル
は、この場所を使用して必要な java.exe および jvm.dll ファイルを見つけます。デフォ
ルトでは、このローカル設定の %JAVA_HOME% (または %JRE_HOME%) 値で示さ
れているように、LLS は JAVA_HOME (または JRE_HOME) システム環境変数の値を
使用して Java インストールの場所を決定します。ただし、LLS でシステムにある別
の Java インストールを使用する場合は、このローカル設定を編集して、サーバーの
環境変数の使用を上書きします。

PORT LLS で使用されるリスニング ポート。値が指定されていない場合、サーバーは自動的
に 7070 を使用します。

ACTIVE_HOSTID LLS に使用する hostid。予想される構文は type = Ethernet の value/type で、value は 
Ethernet MAC アドレスです (例: 7200014f5df0/Ethernet)。この値はデフォルトでは設
定されません。hostid が指定されていない場合、LLS はデバイス上で最初に使用可能
なイーサネットアドレスを使用します。

EXTENDED_SUFFIX 拡張 hostid 機能に使用するサフィックス。この値はデフォルトでは設定されません。

EXTRA_SYSPROPERTIES Java ランタイム システムに渡される 1 つまたは複数のシステム プロパティ (それぞ
れ、-Dkey=value 形式)。LLS は、HTTP プロキシの指定など、特定のネットワーク
機能をサポートするために Java ランタイム環境に依存しています。たとえば、HTTP 
プロキシを介して LLS がバック オフィスと通信する場合、この設定を使用して、
サーバーの構成に必要なプロキシ パラメータを識別します。 
次に、この設定の -D システム プロパティとして表示されるプロキシ パラメータの
例を示します。
EXTRA_SYSPROPERTIES="-Dhttp.proxyHost=10.90.3.133
-Dhttp.proxyPort=3128 -Dhttp.proxyUser=user1a
-Dhttp.proxypassword=user1apwd35"
デフォルトでは、この設定にプロパティは定義されていません。
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ローカル ライセンス サーバー管理者ガイド
[Command Prompt] (コマンド プロンプト) に移動して、「ipconfig/all」と入力します。

デバイスが接続されるワイヤレス接続を示すネットワーク接続を識別します。

次の例では、XXWireless はデバイスが接続されるワイヤレス接続です。物理アドレス (ダッシュなし) を選択すると、
それがホスト ID になります。

ホスト ID は 5CC5D44CE86B です。

図 2    物理アドレスの例

アクティブ ホスト ID エントリのサーバー ディレクトリの下にある zebrals.settings ファイルを次のように更新し、
ファイルを保存します。(この設定を有効にするには、行の前にある # を削除します。)

図 3    zebrals.settings ファイル

ローカル ライセンス サーバーの登録
最初のステップとして、ローカル ライセンス サーバーを Zebra Technologies に登録する必要があります。
zebrals.settings ファイルで設定した ACTIVE_HOSTID と一致する ID を使用して、エンド ユーザー ライセンス ポータル
にサーバーを作成します。

これを行うには、最初に URL https://zebra-licensing.flexnetoperations.com/ を入力して、Zebra のエンド ユーザー ライ
センス ポータルに移動します。このページで、[Devices] (デバイス) タブの上にマウスを移動し、[Create Device] (デバ
イスの作成) を選択します。
10



ローカル ライセンス サーバー管理者ガイド
図 4    [Devices] (デバイス) タブ

[Create Device] (デバイスの作成) ページで、[Runs license server?] (ライセンス サーバーを実行しますか?) の横の
チェックボックスをオンにします。デバイスの作成のフィールドが更新されます。

[Name] (名前) フィールドにサーバーに適切な固有の名前を入力して、ローカル ライセンス サーバーの [Local] (ローカ
ル) を選択し、[ID Type] (ID タイプ) に [Ethernet] (イーサネット) を選択し、[ID] に zebrals.settings ファイルからの前述の 
HostID を入力します。入力したすべての情報を確認し、HostID が先に使用した ACTIVE_HOSTID に一致していることを
確認し、[Save] (保存) をクリックしてデバイス作成プロセスを完了します。

図 5    [New Devices] (新しいデバイス) 画面
11
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ライセンス サーバー マネージャの使用準備

ライセンス サーバーと Tomcat の統合
Zebra ライセンス サーバーには、企業のサーバーを保守し、ライセンス配布を管理するために役立つ、ライセンス サー
バー マネージャ管理ツールが含まれています。

ライセンス サーバー マネージャを使用する場合は、Apache Tomcat サーバーがインストールされている必要がありま
す。ライセンス サーバー マネージャを初めて起動する前に、次の作業を実行して、ライセンス サーバーと Tomcat を統
合する必要があります。

1. Tomcat サーバーがシステムにまだ存在していない場合は、インストールします。Tomcat インストーラは、
tomcat.apache.org/ の Apache Tomcat Web サイトから入手できます。また、Add Ons ディレクトリでも入手する
ことができます。

2. ライセンス サーバーのインストールで flsm.war ファイルを見つけます (ui フォルダにあります)。
3. flsm.war ファイルを Tomcat インストールの webapps ディレクトリにコピーします。
4. 必要に応じて、ライセンス サーバー マネージャ ツールがブラウザ要求をリスニングするポートを変更します。

(デフォルトでは、ライセンス サーバー マネージャはポート 8080 でリスニングします) 以下の手順を実行します。
a. Tomcat のインストールの conf ディレクトリにある server.xml ファイルを探します。
b. server.xml ファイル内で、適切なコネクタ要素を探し、そのポート属性値を目的のポート番号に変更します。

5. Tomcat サーバーを起動してからライセンス サーバー マネージャを起動します。ライセンス サーバー マネージャの
起動を参照してください。
12
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ローカル ライセンス サーバーの起動
Zebra のエンド ユーザー ライセンス ポータルでローカル ライセンス サーバー デバイスの作成と設定が完了したら、
以下の手順を実行してローカル ライセンス サーバーを起動します。

1. [Server] (サーバー ) フォルダの下で、実行可能ファイル zebra_local_license_server.exe を右クリックして、[Run as 
Administrator] (管理者として実行) します。次のインタフェースが開き、異なるオプションが表示されます。

図 6    [Zebra LLS Program] (Zebra LLS プログラム)

2. 「Z」と入力します。これは、ライセンス サーバーを Windows サービスとして登録し、サーバーを起動します。
3. 次のいずれかを実行して、サービスが実行されていることを確認します。

• 「2」を入力してステータスを確認します。
• [Windows Services] (Windows サービス) ウィンドウ (services.msc) で、サービス FlexNet License Server - zebra 

(FNLS-zebra) が開始していることを確認します。
4. インタフェースで提供されている該当するオプションを使用して、サーバーを停止または開始することができます。
5. 信頼できるストレージは、パス C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\zebra\ に作成されます。この

フォルダとその内容は、マシンで生成されます。これを変更しないでください。
6. ライセンス サーバー ログを表示するには、サーバーのログ ディレクトリに移動し (デフォルトでは、

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\zebra\logs)、適切な .log ファイルの内容を確認します。

注: サーバーは Windows サービスとして登録されているため、インタフェースを終了しても、引き続き
バックグラウンドで実行されます。提供されているオプションを使用して明示的に停止するか、またはコン
ピュータをシャットダウンしない限り実行し続けます。コンピュータを再起動するとき、サービスが自動的
に実行を開始するため、サーバーを再度起動する必要はありません。
13
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ライセンス サーバー マネージャの起動
Zebra ライセンス サーバー マネージャは、LLS を監視および構成するために使用されるブラウザ ベースのインタフェー
スです。Tomcat サーバーを使用してライセンス サーバー マネージャを設定するには、次の手順を実行します。

1. Apache Tomcat がインストールされていることを確認し、サーバーの ui ディレクトリから Tomcat の webapps ディ
レクトリに flsm.war ファイルをコピーします。

2. Tomcat 製品に付属の説明書を使用して、Tomcat サーバーを起動します。Tomcat サーバーを起動する前に、
JAVA_HOME または JRE_HOME 環境変数を設定する必要がある場合があります。

3. ライセンス サーバーがまだ実行されていない場合は、起動します。(ライセンス サーバー マネージャでは、ライ
センス サーバーが動作している必要があります)

4. Web ブラウザで http://licenseServerHostName:8080/flsm/ を指定します。 
ここで、licenseServerHostName はサーバーの IP アドレスです

8080 はデフォルトのポートです。
この例では、アクティブ ホスト ID に対応する IP アドレスは 10.80.204.111 です。URL は 
http://10.80.204.111:8080/flsm/ になります。
DNS が有効になっている場合は、http://llicenseserver.zebra.com:8080/flsm/ のようになります

図 7    ローカル ライセンス サーバー

ライセンスが LLS (DNS なし) からデバイスにアクティベートされた場合で、後でシステムの IP が変更された場合、
デバイスは、新しいアクティベーションまたは既存のライセンスの返却に関して LLS と通信できなくなります。
14
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図 8    [Devices] (デバイス) ビュー

1. インタフェースの左側にある [Properties] (プロパティ ) をクリックします。
2. [Settings] (設定) ビューで、次の設定が正しく定義されていることを確認します。

• [Server host ID] (サーバーホスト ID) - LLS の登録に使用されたホスト ID が必要です。ない場合は、正しいホスト 
ID を選択し、変更を保存します。

ライセンス サーバー マネージャを停止するには、Web ページを閉じ、Tomcat サーバーをシャットダウンします。

ライセンス サーバーでのライセンスの取得
ライセンスは、以下のオプションにより LLS に取得することができます。

1. Zebra ライセンス - エンド ユーザー ポータル
2. ライセンス マネージャの [Offline Server Updates] (オフライン サーバーの更新) ビュー。

1. Zebra ライセンス ポータル
ライセンスは、エンド ユーザー Zebra ライセンス ポータル からローカル ライセンス サーバーに割り当てることができ
ます。エンド ユーザー ポータルから、[Devices] (デバイス) タブに移動して、ローカル ライセンス サーバーの名前を検
索し、その名前をクリックして、ローカル ライセンス サーバー デバイスの詳細を開きます。
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図 9    [View Server] (サーバーの表示) ページ

1. [View Server] (サーバーの表示) ページで、[Actions] (アクション)、[Map by Activation ID] (アクティベーション ID によ
るマップ) の順に選択します。[Map by Activation ID] (アクティベーション ID によるマップ) ページが表示されます。

図 10    [Map by Activation ID] (アクティベーション ID によるマップ) ページ

2. [Activation IDs] (アクティベーション ID) フィールドで、ローカル ライセンス サーバーで使用できるようにするライ
センスから希望のアクティベーション ID を入力します。複数のアクティベーション ID を入力する場合は、すべての
エントリが Enter キーで区切られていること、1 行に 1 つのみであることを確認します。

3. [Validate] (検証) をクリックして、次のページに進みます。

ここにアクティベーション ID を入力します。
16
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図 11    

4. アクティベーション ID の検証の後、[Qty to add] (追加する数量) フィールドに、そのアクティベーション ID で利用
できるようにするライセンスの数を入力します (残りの数量以下である必要があります)。

5. [Save] (保存) をクリックして、割り当て処理を完了します。

いったんローカル ライセンス サーバーに割り当てられると、同期した後、ライセンス サーバー Web マネージャで割り
当てられているライセンス機能を表示できるようになります。同期は、2 週間ごとに実行されるようにスケジュールされ
ています。手動同期を実行する場合は、コマンド プロンプト UI からサーバーを停止して起動します。

同じアクティベーション ID から追加のライセンスを有効にする必要がある場合は、上記の処理を繰り返して、[Qty to 
add] (追加する数量) フィールドで追加する数量を指定します。

同期ポリシーの詳細については、セクション ローカル ライセンス サーバーとクラウドの同期ポリシー を参照してくだ
さい。

2. [Offline Server Updates] (オフライン サーバーの更新) ビュー
[Offline Server Updates] (オフライン サーバーの更新) ビューを使用して、バック オフィス サーバーと直接通信する代わ
りに、オフライン操作を使用して提供されたライセンス プールを更新します。ビューの上半分では、次のいずれかを実
行できます。

• [Save capability/confirmation request for offline processing by back-office server] (バック オフィス サーバーによ
るオフライン処理のために機能/確認要求を保存) セクションで [Download] (ダウンロード) をクリックして、機能
要求をバイナリ ファイルに保存します。この要求は、ライセンス サーバーのライセンスの更新をポーリングす
るために使用されます。

• [Generate offline request using Activation ID and Count] (アクティベーション ID とカウントを使用してオフラ
イン要件を生成) セクションにアクティベーション ID ([Activation ID] (アクティベーション ID) フィールド) と
カウント ([Count] (カウント) フィールド) を入力します。[Download] (ダウンロード) をクリックすると、アク
ティベーション要求がバイナリ ファイルとして保存されます。この要求は、Zebra Technologies が提供した特定
のアクティベーション ID を使用して、ライセンス サーバーのライセンス権を取得するために使用されます。
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図 12    [Offline Server Updates] (オフライン サーバーの更新) ビュー

要求がバイナリ要求ファイルとしてダウンロードされると、Zebra のエンド ユーザー ライセンス ポータルに移動し、
[Devices] (デバイス) タブをポイントし、[Offline Device Management] (オフラインデバイス管理) を選択します。
[Offline Device Management] (オフラインデバイス管理) ページで、[Upload Type] (アップロードタイプ) に [Generate 
license] (ライセンスを生成) を選択してから [Choose File] (ファイルを選択) をクリックして、最近生成されたバイナリ
要求ファイルを選択します。ファイルを選択したら、[Upload] (アップロード) をクリックしてバイナリ応答ファイルを
生成します。バイナリ応答ファイルをダウンロードするには、要求バイナリ ファイルのアップロードから作成された
アラートのリンクをクリックします。

追加のライセンスを取得またはライセンスを返却するには、次の手順を実行します。

同じ手順に従い、カウントを適宜変更する必要があります。

例:

1. 取得済みのライセンスが 20 あり、さらに 15 ライセンスを追加する必要があるので、新しいカウントは 35 (20+15) 
にする必要があります。

2. 取得済みのライセンスが 20 あり、8 ライセンスを削除する必要がある場合、新しいカウントは 12 (20-8) にする必要
があります。

図 13    [Offline Device Management] (オフライン デバイス管理) ページ

注: [End Customer Portal] (最終顧客ポータル) のオプションとは異なり、数は常にこのインタフェースから累積さ
れます。[Offline Server Updates] (オフライン サーバーの更新) メソッドは、既存の数量を新しい数量に置き換えます。
[Qty to add] (追加する数量) または削除する数量は、明示的に指定することはできず、計算する必要があります。
18



ローカル ライセンス サーバー管理者ガイド
バイナリ応答ファイルを生成し、Zebra のエンド ユーザー ライセンス ポータルからダウンロードした場合、ビューの
下半分 (ローカル ライセンス サーバー Web マネージャ内) にある [Choose File] (ファイルを選択) をクリックして、
[Upload] (アップロード) をクリックします。ライセンス サーバーは応答を処理し、サーバーの信頼されたストレージの
内容を更新します。

ライセンス サーバー マネージャで使用できる追加のビュー :

• [Devices] (デバイス) ビュー
[Devices] (デバイス) ビュー には、サーバーの共有プールまたはクライアント用に予約されたライセンスからラ
イセンスが提供されていると、ライセンス サーバーによって認識されたクライアント デバイスが表示されます。
各クライアントは、そのデバイス ID、ID タイプ、およびデバイス タイプ (物理、仮想、または不明) によって
識別されます。特定のクライアントのデバイス ID をクリックすると、[Device Details] (デバイス詳細) ビューが
開き、現在クライアントに提供されている機能が一覧表示されます。

図 14    [Devices] (デバイス) ビュー

• [Feature Usage] (機能の使用状況) ビュー
[Feature Usage] (機能の使用状況) ビューには、ライセンス サーバーにインストールされているすべての機能に
関する詳細が表示されます。

図 15    [Feature Usage] (機能の使用状況) ビュー

機能名をクリックすると、その機能についての詳細な情報が記載されている [Feature Usage] (機能の使用状況) ページが
表示されます。これには、サーバーに割り当てられている合計数、現在使用されている数、および使用済みカウント内で
予約されているライセンス数が含まれています。
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図 16    機能詳細

• [Properties] (プロパティ ) ビュー
[Properties] (プロパティ ) ビューには、組み込みローカル ライセンス サーバーで使用されている現在のポリシー
設定が表示されます。

図 17    [Properties] (プロパティ ) ビュー

このページには、以下のプロパティが含まれています。

• [Server host ID] (サーバー ホスト ID): バック オフィスサーバーに対する機能要求を実行するために使用される、
ライセンス サーバーの hostid 値。サーバーに複数の hostid 値がある場合、リストには使用可能なハードウェア
のイーサネット アドレスとドングル ID が記載されます。仮想ホストがサポートされている場合は、VM UUID も
表示されます。バック オフィス システムに登録されている値を選択します。
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• [General Properties] (一般プロパティ ): ライセンス サーバーのバージョン、デバイス UUID、およびステータス。
• [Secure REST API Settings] (安全な REST API 設定): ライセンス サーバーの管理セキュリティを制御する設定。
• [Server sync settings] (サーバー同期設定): バック オフィスに同期するためのプロパティ。

図 18    [Properties] (プロパティ ) ビュー

• [License generation] (ライセンスの生成): 提供されている機能を管理するためのポリシー。
• [Settings for server to server sync between FNE servers] (FNE サーバー間のサーバーからサーバーへの同期の設定): 

フェイルオーバー同期のポリシー。
• [Capability polling settings] (機能ポーリング設定): ライセンスの更新に関してライセンス サーバーがバック 

オフィスに連絡するかどうかとその頻度および試行に失敗した後、サーバーが通信を再試行する頻度を制御する
設定。
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図 19    [Properties] (プロパティ ) ビュー

• [Locally deployed license server settings] (ローカルに展開されたライセンス サーバーの設定): ライセンス サー
バーと環境に固有の設定。

• [Logging properties] (ログのプロパティ ): ログの場所とログにキャプチャされるログ メッセージの最低レベルの
粒度。

ライセンス サーバー マネージャの情報と設定
[License Server Manager] (ライセンス サーバー マネージャ ) メニューのその他のコマンドの下には、[License Server 
Manager] (ライセンス サーバー マネージャ ) グループがあります。このグループには、[About] (バージョン情報) 
ビューと [Settings] (設定) ビューが含まれています。[About] (バージョン情報) ビュー (表示されていません) には、ビル
ド、システム、およびブラウザの情報が表示されます。[Settings] (設定) ビューでは、ライセンス サーバーのポート番号
とホスト名 (ネットワーク名または IP アドレス) を指定し、またページに表示するレコード数を指定します。これらの構
成設定は、ライセンス サーバーのポリシー設定や構成プロパティとは異なり、ライセンス サーバーにアクセスできない
場合でも変更できるため、別のリストに表示されます。

ライセンス サーバーのデフォルトのポートは 7070 です。

図 20    [Settings] (設定) ビュー
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以下のようなオプションがあります。

• [Page Size] (ページ サイズ) - 1 ページあたりに表示するレコード数。
• [Zebra license server host name] (Zebra ライセンス サーバー ホスト名) - ライセンス サーバーが実行しているマ

シンのホスト名。詳細については、ライセンス サーバー マネージャの使用準備を参照してください。
• [Zebra license server listen port] (Zebra ライセンス サーバーの待ち受けポート) - ライセンス サーバーのポート番号

(サーバーのデフォルトのポートは 7070 です)。
• [Connect using HTTPS] (HTTPS を使用して接続) - サーバーとの通信中にセキュリティで保護されたプロトコルを

使用するかどうかを示します。

ローカル ライセンス サーバーとクラウドの同期ポリシー
ローカル ライセンス サーバーとクラウドサーバー間の同期はデフォルトで有効になっています。

デフォルトの同期頻度は次のとおりです。

• ローカル ライセンス サーバーとクラウドの同期頻度は、2 週間に 1 回です。
• 同期中に問題がある場合は、24 時間後に次の試行が行われます。
• 再試行は 2 回実施され、各試行には 24 時間の間隔があります。

ローカル ライセンス サーバーは、次の 2 つの方法でセットアップできます。

1. サーバーは、ネットワーク接続があるホスト マシンでセットアップされ、クラウドと通信することができます。
2. サーバーは、継続的にクラウドに接続しないスタンドアロン マシンにセットアップされています。

ネットワーク接続のあるサーバー
サーバーにネットワーク接続がある場合、デフォルトの同期ポリシーが作動し、スケジュールされた頻度で自動的に
同期が実行されます。

未スケジュールの同期が必要な場合は、サーバーを停止し、再起動して、手動同期のオプションを使用します。

ネットワーク接続がないサーバー
サーバーがネットワークから外れている場合、同期の試行は失敗し、同期されません。その場合は、オフライン同期
ツールを使用する必要があります (詳細については、次のセクションを参照してください)。

ネットワーク接続があるマシンに、コマンド プロンプト ユーザー インタフェース (Zebra LLS.exe) をインストールする
必要があります。

コマンド プロンプト ユーザー インタフェースを使用して、次の操作を行います。

1. LLS がホストされているマシンから、同期ファイルを生成します。
2. ネットワーク接続がある新しいマシンで同期ファイルを処理し、承認ファイルを取得します。
3. LLS がホストされているマシンに戻って、承認ファイルを処理します。

注: 手動同期 - サーバーを停止して再起動すると、ローカル ライセンス サーバーとクラウドとの同期が
開始されます。

注 : また、スタンドアロンのマシンをネットワークに接続して、サーバーの再起動により手動同期を
実行できます。
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通常の同期がない場合のデメリット
提供されているデバイスはクラウド内では表示されず、これは修理とサービス時に問題になります。

オフライン同期オプション
オフライン同期は、コマンド プロンプト UI で提供されているオプション (5 ～ 7) を使用して実行することができます。
LLS がネットワーク接続されていない場合は、オフライン同期を完了するために、クラウドにネットワーク接続してい
る別のマシンが必要です。

ステップ 1: 同期ファイルのダウンロード

オプション 5 を使用して、同期ファイルを生成する LLS マシンの IP アドレスとパスを指定します。

ダウンロードが完了すると、ダウンロードされたトランザクション レコードの数を示す次のメッセージが表示されます。

[OfflineSync utility started.] (OfflineSync ユーティリティが起動しました)

[Sync completed for three device records.] (3 件のデバイス レコードの同期が完了しました)

ダウンロードする新しいトランザクション レコードがない場合は、次のメッセージが表示されます。

[OfflineSync utility started.] (OfflineSync ユーティリティが起動しました)

[No new data is available.] (利用可能な新しいデータはありません)

ステップ 2: クラウドとの同期

オプション 6 を使用して、LLS からの同期ファイルが配置されているパスを指定します。

次の同期確認メッセージが返されます。

[Successfully sent sync data and received a sync acknowledgment.] (同期データが正常に送信され、同期の確認が受信さ
れました)

同期が正常に完了すると、sync ack ファイルが、sync_ack.bin という名前で server フォルダに生成されます。この ack 
ファイルは元の LLS マシンに転送する必要があります。

ステップ 3: 同期時間の更新

同期確認は、同期の最後の時刻を更新して、データがバック オフィスに同期されたことを認識するためにライセンス
サーバー上で処理する必要があります。

オプション 7 を使用して、LLS マシンの IP アドレスと同期ファイルが生成された (手順 1) パスを入力します。

サーバーは次のメッセージで応答します。

[OfflineSync utility started.] (OfflineSync ユーティリティが起動しました)

[Purging file 20140613T105312.fnesync] (ファイル 20140613T105312.fnesync をパージしています)

注 : この手順は、ローカル ライセンス サーバーがインストールされているマシンで実行する必要があります。
次に、生成された同期ファイルをインターネット接続のあるマシンに転送する必要があります。

注 : この手順は、クラウドへのインターネット接続があるマシンで実行する必要があります。LLS マシンで
生成された同期ファイルを取得し、この手順で入力します。 

注 : この手順は、ローカル ライセンス サーバーがインストールされているマシンで実行する必要があります。
同期確認ファイルを生成して、server フォルダに配置します。 
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ローカル ライセンス サーバーのアンインストール
Windows でライセンス サーバー サービスをアンインストールするには、次の手順を実行します。

1. 管理者として、コマンド プロンプトを開き、ライセンス サーバーのインストール ディレクトリに移動します。
2. command zebrals.bat -stop を実行して、サービスを停止します。
3. command zebrals.bat -uninstall を実行して、ライセンス サーバー サービスをアンインストールします。(サービスが

停止する前にアンインストールしようとした場合は、最初にサービスを停止する必要があることを示すメッセージが
表示されます)

4. ハングしているインスタンスまたはサービスがないことを確認するには、管理者として sc delete FNLS-zebra を実行
します。コマンドは、「The specified service does not exist as an installed service」(指定されたサービスがインス
トールされているサービスが存在しません) というメッセージで失敗するか、「[SC] DeleteService SUCCESS」([SC] 
DeleteService 成功) というメッセージで成功します。

5. インストール フォルダからライセンス サーバー コンポーネント ファイルを削除します。
6. オプションとして、以下のファイルを削除します (デフォルトの場所で表示されています)。

a. C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\zebra にある信頼できるストレージ ファイル (.ks、.db、
および .0 ファイル)

b. C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\zebra\logs にあるログ ファイル

システム障害時のリカバリ オプション
サーバーの障害は、次の 2 種類のケースに分類できます。

• ソフト障害 - イーサネット MAC アドレスがリカバリ後に保持されます。
• ハード障害 - イーサネット MAC アドレスは、リカバリ後に保持されません。

ソフト障害
ローカル ライセンス サーバーがホストされているマシンには、イーサネット MAC アドレスに影響を及ぼさない問題が
あります。マシンが障害から回復した後、MAC アドレスは同じままです。

ローカル ライセンス サーバーは、Windows サービスとして登録され、マシンが再起動されると動作します。登録が削除
されるか、またはサービスが停止する可能性があります。ホスト マシンが障害から回復し、再起動するように、次の手
順を実行します。

1. [Option 2 - "Check the Status of the Local License Server"] (オプション 2 - 「ローカル ライセンス サーバーのステー
タスをチェック」) を使用して、ライセンス サーバー マネージャ UI または Zebra コマンド プロンプト UI をチェッ
クして、LLS が起動して稼働しているかどうかをチェックします。

2. サーバーが稼働している場合、他のアクションは不要で、Zebra クラウド サーバーとの最初の同期後、[Licenses & 
Devices] (ライセンスとデバイス) の以前の状態を反映して LLS が開始されます。開始されない場合は、手順 3 に進
みます。

3. Zebra コマンド プロンプト UI に、サービスが停止していると表示される場合は、[Option 1 - "Start the Local License 
Server"] (オプション 1 - 「ローカル ライセンス サーバーの起動」) を使用して、サーバーの起動を試みます。

4. Zebra コマンド プロンプト UI がインストールされていない場合は、[Option Z - "Register License Server as Windows 
Service and Start it"] (オプション Z - 「ライセンス サーバーを Windows サービスとして登録して起動する」) を使用
してサーバーを再登録してみます。

5. サービスが稼働を開始すると、LLS はシステム障害前の以前のステータスを再開します。
6. 問題がある場合は、Zebra ヘルプ デスク チームに連絡してください。
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ハード障害
LLS がホストされているマシンには、イーサネット MAC アドレスに影響する致命的な問題があり、マシンが障害から
回復した場合に変更されます。

この場合、新しいイーサネット MAC アドレスをホスト ID として使用して、新しいサーバーを作成する必要があり、
これが新しいインストールとして機能します。

注: ただし、提供されるエンドポイントは、エンドポイントの既存の利用資格に基づいて引き続き機能し
ま す。チ ェ ッ ク イ ン、更 新 操 作 な ど で は、新 し い サ ー バ ー の 更 新 さ れ た URL を ポ イ ン ト す る よ う に
こ れ ら の エ ン ド ポ イ ン ト を 再 設 定 す る 必 要 が あ り ま す。 

注: 以前に提供されていたデバイスまたは未使用のライセンスの詳細については、Zebra ヘルプ デスクに
連絡して、ライセン スを新し いサーバ ーに移行 してく ださい。LLS データは、このよう な災害復 旧と
バックア ップのた めに、定 期 的に Zebra と同 期するこ とを強く お勧め します。
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よく寄せられる質問
Q: Zebra のエンド ユーザー ライセンス ポータルにアクセスするには、どうすればよいですか。

A: 資格が正常に作成されたら、システムに生成されたメールの指示に従います。

Q: Zebra のエンド ユーザー ライセンス ポータルの URL は何ですか。

A: https://zebra-licensing.flexnetoperations.com/

Q: 「Unexpected Error (予期しないエラー )」メッセージが表示されるため、ポータルでローカル ライセンス サーバーを
作成できません。

A: 顧客管理者の役割を持つユーザーのみがローカル ライセンス サーバーの作成を許可されます。Zebra ヘルプ デスクに
連絡して、ご使用のユーザー アカウントに顧客管理者の役割が割り当てられていることを確認してください。

Q: zebra_local_license_server.exe ファイルを実行しようとすると、コマンド プロンプトの起動後にシャットダウンします。

A: 実行可能ファイルを実行するために、環境変数が正しくセットアップされていることを確認します。

例: 「FINDSTR」が見つからない場合は、以下のプロセスに従って適切な環境変数を追加してください。

1. [Computer] (コンピュータ)、[Properties] (プロパティ )、[Advanced System Settings] (詳細システム設定)、
[Environment Variables] (環境変数) の順に移動します。

2. [System Variables] (システム変数) セクションで、C:\Windows\System32 を[Variable name Path] (変数名パス)に追加
します。

3. 既存の値を上書きしないでください。既存の値に追加します。

Q: ライセンス ポータルで割り当てたライセンスが、ローカル サーバーに反映されません。

A: 変更を反映するには、クラウドとローカル サーバーの間で同期を実行する必要があります。同期スケジュールを参照
してください。コマンド プロンプト ユーザー インタフェースでサーバーを停止し、再度開始して、手動で同期を開始で
きます。

Q: ローカル ライセンス サーバーの最新バージョンにアップグレードする方法を教えてください。

A: 新しいバージョンごとにアップグレード手順が提供されます。注意深く指示に従って、新しいバージョンにアップグ
レードしてください。

Q: 起動した後、サーバーが断続的に停止します。

A: ホスト マシンに十分な RAM があることを確認します。利用可能な RAM が不足していると、サーバーが停止する可能
性があります。

Q: ライセンス サーバー マネージャ URL に、「This site can't be reached」(このサイトに到達できません) メッセージが表
示されます。

A: Apache のサービスが稼働していること、URL で正しい IP アドレスを使用していることを確認します。
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